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は じめに

全科 目を履修できない現行 の高等学校理

科 (科 学)教育は正常でない、全科 目が履

修できる教育環境が欲 しい、 とい うのが 2

単位必修 の地学が終わった1973年 以来の私

の長年の願いであつた。現在 に至 るまで、

必ず しも望ま しい方向に向かつてい るよ う

には見 えない。

地域の素材 を教材化 して、授業に使 うこ

とは 自然科学、 とくに生物や地学の教員 に

とって大事 な作業の一つである。現地 を調

査 し、地質 図 を作 る (mapping)こ とに始

ま り、生徒 を現地まで連れ出す とい う一連

の仕事が必要である。現状 を見 ると、必要

だ とわかっていて も一歩踏み出す勇気がな

かつた り、時間的な束縛があった り、クラ

ブ との関係 があつた り、生徒 を現地まで連

れ出すための手続 き (学年 0職員会・管理

職・父兄・土地所有者 な どの了解 )が 厄介

であつた りして、実施 されてない。

以下、各勤務校 ごとに年代 を追ってその取

り組みを披露 し、参考 に供 したい。

(崎 戸町立平島中学校時代 )1959～ 1963

(S.34～ 38)

赴任地は決 まったが西彼杵郡崎戸町平島

が どこにあるのか分か らなかった。数学 と

理科 を担 当 した。校合 は木造で、土間か ら

直接教室に上がった。雨の 日は遠方か らの

子 た ちは傘 で はな く頭 か ら布製 の [ど ん

ざ]を かぶって約 1時間の道 の りを歩いて

通学 していた、び しょ濡れ になって登校す

る子 もいた、車はなかった。校長か らは、

自分ひ とりで山歩 きをす るのではな く、子

供たちも連れて行 つた らどうだ と指導 され

た、その後はできるだけ興味のある子供た

ちを連れて歩いた。

夕方か ら自家発電で ともされた明か りも

午後 9時 には消灯にな り、島全体が真 っ暗

になった、灯油 ランプの もとで指導案 を書

いた。秋 の運動会 は町の 自家発電 を回 して

もらって行 つた。電気 を使 つた理科の学習

もできなかった。

「長崎 県西彼杵郡 平 島の野 島層群 を含

平島中学校の子供たち
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地域の素材の教材化 と教材研究

む第三の化石について 1961地学研究」は

崎戸町平島系 においてβθ//apy′  ο々sasa″′

(UE」 1)の 化石 を発見 し、当時、年代未詳

であった五島層群 の年代確定に手がか りを

えた。 しか し、未だに納得のい く地質図を

ま とめき らず にいる。

指導教官の橘行一先生 (当 時長崎大学学

芸学部助教授 )に は現地 をは じめ懇切 なご

指導 を頂いた。その後、通産省地質調査所

の長浜春夫 さん (崎 戸鉱業所坑務課の菰 田

正俊 さんも同行 されていた)が 5万分の 1

地質図幅調査のため平島を訪れ調査 に同行

させて もらつた。その際に斜層理の測定法

とま とめ方 を教 えて もらった。結果 は、

後 に「長崎県西彼杵郡崎戸町平島菰崎層に

見 られ る新第三系の斜層理 1974 地学研

究」 としてま とめた。 また、1971年 10月 の

日本地質学会地質鉱物関係 5学会連合学術

大会で 口頭発表 を した、長浜 さんか らは落

ち着いて 自信持 ってやれ と励 ま された。

高等学校の教員 になった ら、地学の勉強

をもつ と深 めることができるのではないか

とい う期待があつた。

(島 原工業高等学校時代 )1963～ 1967

(S.38～ 42)・ ・・・・1学年 6ク ラス

橘先生その他 のご尽力で高校 の教員 にな

ることができた。新設高等学校 の第一期 の

教員 として赴任 した。 グラウン ドをは じめ

校舎敷地内には 自衛隊のブルが入 り連 日騒

音の中での授業が始まった。体育の時間は

火 山麓扇状地堆積物か らの大石の掘 り出 し

作業が続いた。

物理 を担 当 し、 3年 目か ら化学 も担 当 し

た。 クラブはバ レー部の副顧 間で全 くの素

人である。顧 間が優秀な方で、 3年 目には

九州大会 に出場 した。 日曜 日はほとん ど練

習のためにつぶれた。春・夏季休業は合宿

な どであま り野外調査 をす る時間はなかっ

た。校長や、指導教官の橘先生には普通科

の高等学校で地学 をや りたい と常々お願 い

していた。

島原市の図書館 で 「金井俊行 :寛政 四年

島原地変記」に関す るくわ しい史料 に出会

い 、身震 いす る よ うな思 い で要 点 を ノー

トに書 き写 した。 当時 はまだ コピー機 は

なか った。 それ は、 「島原火 山発 達史 、

1991」 として 「理科会誌」に発表 した。

島原市周辺の系統立てた地質調査 を行 う

ことはできなかった。 当時、 口加高等学校

の早 田常盤先生 を中心 とした 「はまゆ う地

学同好会」があ り、それ にも何回か参カロさ

せてもらった。

「何で も良いか ら不満 があった ら言 つて

み ろ」 とい う校長の誘いに乗 つて 「人間 ら

しく生 きたい」 といった ら、校長 は不思議

そ うな顔 を していた。理科の教員が何 で毎

日バ レーを しなけれ ばな らないのか とい う

気持 ちは伝わ らなかった。野外調査のため

の 自分の時間が欲 しかった。

九州農政局 (1963)の 文献か ら、島原半

島の重力異常図 と雲仙地溝帯 との関係や火

山麓扇状地の分布 とボー リング試料 を写 し

取つた。 ラウエ斑点の撮影 を行 つた。偏光

現象について興味があったがまだ十分理解

できていない。

(佐 世保南高等学校時代 )1967～ 1973

(S.42～ S.48) 1学 年 13ク ラス

昭和38年 か ら地学が 2単位必修 にな り、

地学の教員 として赴任 した、嬉 しかった。

一人では消化できず、生物の教員の加勢 を

左から 山口支所長 口菰田さん 口阪口・長浜さん
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受 けた。また、バ レー部 (男 子)の 顧 間を

す ることになった。 2年 目か ら女子 も受 け

もつ ことになった。毎 日放課後はグラウン

ドに出た。佐世保南高等学校では放課後の

補習はなかった (こ の ことについて父兄か

らは苦情が出ていた)。

4年 ほ どして長崎国体 を前 に してバ レー

の専門家である先生が赴任 してきた。 これ

を機 にバ レーボールか ら足 を洗 うことがで

きた。

2年 ほ どは黒髪町の炭坑跡で地学の野外

実習 を した。 同時に地学の各分野 (地 質・

天体・気象 な ど)に わたって 「全生徒 に必

修 の地学実習」に取 り組んだ。その成果 は

「全生徒に必修 として課 した課題研究の報

告、1973」 にま とめ、 「地学教育」に投稿

した。

1968年 10月 佐世保では高校生 を巻 き込ん

だ 「エ ンタープライズ寄港阻止闘争」が行

われ、夜間の天体観測実習が過激派学生の

集 団 と間違われて、警察が飛び込んできた

こともあつた。その頃の佐世保は騒然 とし

ていた。

学校 の周辺 は堆積岩地帯で、岩石の種類

が少 なかったので実習地開拓のために調査

範囲を針尾 島まで広げた、当時、通信制 に

努 めていた迎 満康 さん と一緒 に歩 き回つ

た。その成果 は、「西彼杵半島北西部及び

針尾島南西部の地質について、1969」 とし

て 「紀要南窓」に発表 した。針尾島での生

徒実習は 2回 で終わった。

同時 に、川 棚 0東 彼 杵 町 まで足 を伸 ば

し、 「東彼杵郡 川棚 町付近 の地 質 につ い

て、1970」 。「東彼杵郡東彼杵町付近の地

質について、 1971」 は 「紀要南窓」 に発

表 した。

佐世保のボー リング屋 さんか ら、 「教員

よ りも高い給料 を出すか ら、 うちにこない

か」 とい う誘いを受 けた。 「生徒が大事で

すか ら」 とカ ッコ良 く断つた。

佐世保市役所 の企画部長 がわざわ ざ準備

室までお出でになって、針尾島で 「地下水

を出 したいので候補地 を選定 して欲 しい」

とい う依頼 を受 けた。 「素人ですか ら、そ

れはお断 りします」 と返事 したが、 とうと

う引き受 けることになった。西海橋西の田

ノ上 とい う場所 で ある。 100mほ どの深 さ

で水 を出 したい とい う条件であつた。先 ほ

どのボー リング屋 さんや、福 岡の地質調査

所 の古川俊太郎技官に相談 を しなが ら選定

した。 158t/日  の水 を確保 したが、水質

検査の結果、塩分濃度が多す ぎて不合格 に

なった。私の野外調査結果 と地質の上下関

係 がちがつていること力`分かつた。 このこ

とは後 になつて 「水探 し一長崎県佐世保市

針尾島の水資源―,1976」 にま とめた。

1973年 の指導要領改訂 に伴い、地学の存

在意義 については先生方の十分な理解 を得

られなが ら、全職員 (約 70名 )に よる投票

の結果 1票差で、佐世保南高等等学校 では

地学の必修 はな くな り、翌年度か らは 2科

目選択時代 に入 ることになった。 「地学の

存在意義についての君の話 は良 く理解 して

い る。 しか し、カ リキュラムの問題 となる

と・・ 0・ ・ 」 と話 は先 に進 まなかった。

理科の先生方か らは、大 きな支援 と励 ま し

を頂いた。佐世保北高等学校 の小林茂先生

とは地学の存続 に向けて足並みを揃 えてい

こ うと、何回 も暗い、息苦 しい話 し合いを

持 つた。 とうとう、佐世保市か ら必修地学

の火 は消えた。

その間、島原工業高校時代 に軟 X線 と斜

方硫黄の結晶を使 って実験 を行 つていた も

のを「ラウエ斑点による結晶の配向決定、

1969」 と「ステ レオ投影 に よ って天体 の

出没方位 および時角 を決定す る、 1969」 は

「科学の実験」に投稿 した。 また、生徒 に

実習 としてや らせたものを「日影曲線の実

習 について ,1970」 として 「長崎県高校地

学会報」に、佐世保市理科セ ンターでの講

演 をもとに して「天体指導の実際的方法、

1970」 としてま とめ、長崎県地学会誌 に発

表 した。露頭写真 の 3D化 に努力 したが、

うま くいかなかつた。

阪  口 和  貝J
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(長 崎 県教 育 セ ンター 時代 )1973～ 1979

(S.48～ S.54)

再び、佐世保市の市役所か ら水道課の課

長 さんな ど 2人 が県教育セ ンターまで見え

られて、ボー リング位置候補 の選定の依頼

があつた。 ミカ ン農家の多い針尾島 口木崎

地 区である、当時はまだ天水 を使 って生活

してお られ た。 ここでは、深 さは100mで
110t/日 の水が出た。

諫早の理科サークルの皆 さん との調査は

「長崎県東彼杵町千綿産の火山弾  1975」

として長崎県地学会誌 に投稿 した。

島原 工 業 高 校 時 代 に 「九 州 農 政 局 、

1963」 のデー タをもとに して、教材化 した

ものを「雲仙地溝帯 を探 る (地 域の素材の

教材化 )、 1973」 として 「長崎県教育セ ン

ター所報」に発表 した。

研修 講座 で行 つたモデル 実験 を 「流水

台 を使 つた蛇行 のモデル実験 、 1975」 、

「堆積 実験装置― 沈 降性海 底 にお け る堆

積 のモデル実験 ―、 1975」 としてま とめ、
「科学の実験」に投稿 した。佐世保南高校

時代 に興 味のあった立体視 について「OHP

およびSPに よる立体投影法、1974」 は 「長

崎県地学会誌」に発表 した (SPは スライ ド

プ ロジェクターの こと)。

研 修 講座 のた めの素材研 究 と して 「大

村市久原・ 岩松付近の地質 ,1975」 をま と

め、 「長崎県教育セ ンター所報」に発表 し

た。

地域の素材の教材化 と教材研究

「地学 実験 の工 夫 と改 良、 1975」 で は、

フィル ムケースを利用 した簡易偏向装置の

自作 、 日時計 の 自作 ―特 に水 平型 日時計

の 目盛 りの取 り方 の原 理 を説 明す る 日時

計 ―、天体観 測 にお け る観 測地 の緯度 ・

経度や子午線 の決定な どを書いた (所 報32

号 )。

「地学実験の くふ うと改良、 1976、 科学教

育 口理科教育、明治書院」では、フィル ム

ケースを利用 した簡易偏 向装置 0堆 積実験

装置 を使 つた蛇行のモデル実験・沈降性海

域の地層の形成・海進 に伴 う地層の形成の

モデル実験 を発表 した。

「理科学習指導法の改善 一月や星座の観察

指導 一、1977,所 報52号 」を発表 した。

「地球 と宇宙の検討 (2)一 今 こそ、野外

観察学習の定着 をはか ろう一、1977、 理科

教育、明治書院」を発表 した。

(長 崎南高等学校時代 )1979～ 1985

(S.54～ S.60)

「理科 I」 2単 位必修、 「1人 担 当制 によ

る理科 I」 の推進。県指定研究費、科研費

を利用 した。県内では 1人 担 当制は成功 し

なかった。

茂木 をフィール ドとし、夏休みの午前 中

の補習終了後、理科担 当教員 とクラス担任

を動員 して理科 I野外実習 を実践 した。 ク

ラス ごとに貸切バスを利用 した。学年会で

は、なぜ一つの教科のために学年全体が協

力 しなければな らないのか とい う批判が出

された。地学選択 は文系のみに行われた。

転向力実験装置

理科 I野外実習 茂木 フィール ド
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個人 としての野外調査が一番停滞 した時

期であつた、戸町付近 を中心に細々 と調査

し、地学部の巡検地 として使 つた。

地質調査所が、 「5万 分の1 早岐図幅」

の編纂 を進 めているとの情報があ り、その

前 に我々 (阪 口・迎)の 考 えを表現 してお

かなければな らない と考 え「東彼杵～嬉野

地区の地質、1982」 をま とめ、 「長崎県地

学会誌」に発表 した。 「早岐図幅」 も1982

年 に発行 された。

地学部の活動が活発 で、生徒達のエネル

ギーに圧倒 された。各賞 を受賞 した。後半

には地学部員の意識 に停滞がみ られた。カ

ウンセ ラー としての仕事が付 け加 わった。

教育セ ンター時代 にや った仕事 を「転 向力

実験装置の工夫、1986」 として、 「理科会

誌」に発表 した。

「高等学校新教育課程 「理科 I」 と地学教

育、1981」 は 「長崎県地学会誌」 に発表 し

た。一年間の指導細案 を作 り「理科 I 指

導案及び指導資料 、1982」 としてま とめ印

刷・製本まで行 った。特に助手のお二人に

はお世話 になつた。それ を県下すべての高

等学校 に配布 した。事務長か らは全高校配

布 にク レー ムがついた。 322ペ ー ジほ どの

冊子 になった。

「「理科 I」 における日影曲線の教材化、

1983、 啓林、高理編」を発表 した。

(川 棚高等学校時代 )1985～ 1991

(S.60-H.3)

長 崎南高等 学校 で の実践 を も とに して

「昭和54～ 56年 度 長崎県立長崎南高等学

校野外実習の実践、1987」 をま とめ、 「理

科会誌 0地 学」に発表 した。

川棚町大崎半島の教材化 を行い、実習の

場所 としてその後、退職 まで利用 した。毎

年の地学の選択者 は10名 に満たなかった。

川 棚 白土 も生徒 の実習場 所 として利 用 し

た。後半は化学 も担当 した。川棚川 に発生

す る盆地霧 には興味があったが、ま とめる

ことができなかった。文系のみに地学選択

が行われた。古川俊太郎元技官 とは頻繁 に

東彼杵町を歩 き回つた。

(大 村高等学校時代 )1991～ 1997

(H3～ H9)

大崎半島を実習場所 として利用。汽車 を

利用 した。大村付近の25,000分 の 1地形

模型 をつ くった。活断層がつ くる リニアメ

ン トが観察 された。活断層、大村の黒土な

どを実習の場所 として選んだ。

地学選択者 (文 系)が 40名 を切 つた。地

学選択 をや めて地学を消そ うとい う動 きが

出てきた。理科教員の内部 (教務主任・進

学指導部長 な どを含 めて)か らも 「先生が

退職 したあ と誰が地学 を担 当す るのです

か」 、 「3年 間 に物 ・化 ・ 生 を必修 に し

ス ッキ リさせたが良い」な どと地学 をつぶ

そ うとす る動 きがあつた。退職まで どうに

か持 ちこたえた。 この頃になると地学 クラ

ブの活動 も自主性 、積極性 がな くなつてき

た。教科書 にプ レー トテク トニクスの考 え

が表示 され るよ うにな り、それ に対す る考

えをま とめた。 「プレー トテク トニクスの

教材 化 に 当た って 一教材 化 の一例 と問題

点一、1993」 は 「理科会誌・地学」 に発表

し、雲仙火 山の活動 が続 いてい た時期 に

「火砕流 と火砕流堆積物 ,1993」 を鎌 田泰

彦先生 と共著で 「長崎県地学会誌」に発表

した。

3Dを 持 ち込んで、地層 の傾 きな どの指

阪  口 和  貝J
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導 を試みたが、凸を凹 と見て しま う生徒が

半分 くらいいた。 どうしてだろ うか。

東彼 杵 町 の郷 土史編纂 の計画 が あ り、

「東彼杵町の地質、1998」 をま とめた。

長 田川周辺の地質図は「水の中のわ くわ く

探検  国立諫早少年 自然の家 1998」 にま

とめた。

(退 職後 )1997～ (H9～ )

市町村合 併 に伴 い、郷 土史 の発 行 が続

き、 「森山町の地質 ,2004」 、 「小長井町

の地質 と気象、2005」 、「愛野町の地質 と

気候、2006」 を執筆 した。

長崎総合科学大学附属高等学校で非常勤

講 師 をつ とめた ときに、 「牧 島 を中心 と

した東長崎地区の地質、2007」 を 「紀要仙

望」に載せた。2013年 「新編  大村市史」

の原稿作 りな どのために多良岳を歩 き回つ

た。

最後に

0高 等学校では、理科のすべての科 目を履

修 させ るよ うな努力の継続 が必要である

と思 う。今の 日本 の理科教育は正常な状

態ではない ことを常に認識 してお くこと

が大切である。

・理科の教員 とい う立場か ら、体育 クラブ

活動顧 間の仕事 に熱 中す ることに対す る

疑 間があつた。 もっ と、理科の教員 とし

てや るべき教材研究の時間の確保 と取 り

地域の素材の教材化 と教材研究

組み を充実 させ るべきではないか。

・ 「地域の素材 の教材化」は、まず、その

地域 を歩 き回 り、教材化 できそ うな素材

見つ けることに始まる。そ して、それ は

記録 として残 してお くことが必要で、そ

の中に新たな発見や着想 があ り大事 に し

たい。

・ 野外調査や教材研 究 の記録 は校 内の紀

要な どを うま く活用 し、できるだけ印刷

物 として残 してお くことをお勧 めす る。

また、文章化す ることによって、問題点

カヨ手き彫 りに され るとい う利点がある。

この長崎県地学会誌はその よ うに身近 に

活用できる雑誌 である。大いに活用 しよ

う。

・2015年 に 日本地質学賞 を受賞 された、山

口大 学 の脇 田浩 二先 生 は 日本 地質 学会

脆 閤  
“

ι.ゴ& 」ヽ看θ.」 2、 のなかで、野外

地質調査 には2つ の種類 があ り、地質 図

を作成す るこ とを 目的 とした 「Mapping

Geologist」 と、研究 を進 めるために地

質図 を作成す る 「Field Geologist」 に

わけてお られ る。私の場合 は どち らか と

い う と  「Mapping  Geologist」  にだ二い、

そ して この 「Mapping Geologist」 は絶

滅危惧種だ、 と述べ られてい る。

地学教育を絶滅 させ ないためにもお互

いに 自覚 を持 つて取 り組んでい くべ きで

あると思 う。
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